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 研究要旨 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原因となる難病の診療マニュアル」のうち、定義、眼科
身体所見、および眼科治療リハの改編、ならびに新しい治療法の執筆を行った。 

 
研究協力者氏名・所属研究機関名及び所属研究機関における職名 
 
 
Ａ．研究目的 
視覚聴覚二重障害診療マニュアルを作成し、診
療科横断型診療体制構築に寄与する。 
 
Ｂ．研究方法 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原
因となる難病の診療マニュアル」の執筆。 
 
(倫理面への配慮) 
該当なし 
 
Ｃ．研究結果   
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原
因となる難病の診療マニュアル」のうち、定
義、眼科身体所見、および眼科治療リハの改
編、ならびに新しい治療法の執筆を行った。 
 
Ｄ．考察 
診療科横断的な視覚聴覚二重障害診療体制構築
を目的とした、診療マニュアルの作成は研究の
実効性を高めるものであった。新しい治療法に
ついては多岐にわたる内容の中で、本邦におけ
る疾患分布、その病態の情報が得られた際に、
再検証を行う事で、よりコホートに見合った内
容を目指す事ができる可能性がある。 
 
 

Ｅ．結論 
「先天性および若年性の視覚聴覚二重障害」の
定義、眼科身体所見、および眼科治療リハにお
けるマニュアルが改編された。これが活用され
る事で、実行性の高い診療科横断的診療体制の
構築が望まれる。 
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